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平和市長会議に加

盟した市としてさ

らなる平和教育を

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

１０月５日、市長杯ゲートボール大会が行われ、１２チームが熱戦を
繰り広げました〈市民スポーツセンターにて〉

市の鳥「かわせみ」

市
民
会
議　
　

中
野　

昌
幸

２１

　

問　

県
を
は
じ
め
、
県
内
の
多

く
の
自
治
体
で
は
、
産
業
の
継
続

的
な
振
興
を
目
的
と
し
た
企
業
誘

致
の
施
策
や
事
業
拡
大
を
積
極
的

に
支
援
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開

し
て
い
る
。
県
で
は
、
平
成　

年
２２

度
か
ら
の
５
年
間
を
取
組
期
間
と

す
る
産
業
集
積
促
進
方
策
２
０
１

０
を
取
り
ま
と
め
た
。そ
の
中
で
、

立
地
後
の
成
長
支
援
と
し
て
、
高

付
加
価
値
型
で
高
い
競
争
力
を
持

つ
製
造
業
を
中
心
に
支
援
す
る
施

策
を
行
う
と
し
て
い
る
。
本
市
も

早
期
に
新
た
な
制
度
を
導
入
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考

え
は
。
ま
た
、
新
制
度
の
導
入
に

当
た
っ
て
は
、
固
定
資
産
税
と
都

市
計
画
税
の
免
税
や
太
陽
光
発
電

設
備
な
ど
の
環
境
施
設
に
対
す
る

投
資
へ
の
補
助
を
考
え
な
い
か
。

　

答　

現
在
市
で
は
、　

年
度
施

２４

行
に
向
け
て
、
企
業
の
誘
致
と
既

存
企
業
の
事
業
拡
大
に
対
す
る
支

援
策
の
両
面
で
、
条
例
化
を
検
討

し
て
い
る
。具
体
的
に
は
、新
設
や

移
設
、
設
備
投
資
な
ど
に
よ
る
固

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
一
定

期
間
減
率
や
市
民
の
雇
用
人
数
に

応
じ
た
奨
励
金
の
交
付
な
ど
を
想

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
度
か

ら
実
施
を
検
討
し
て
い
る
中
小
企

業
専
門
相
談
員
を
活
用
し
、
既
存

企
業
か
ら
の
要
望
も
聞
き
な
が
ら

制
度
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。
免

税
は
、
工
業
系
新
市
街
地
へ
の
企

業
立
地
促
進
策
や
市
内
既
存
企
業

の
流
出
防
止
策
と
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
環
境
施
設
へ

の
補
助
は
、財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

市
長
は
、
施
政
方
針
で
、

「
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
」

の
一
つ
と
し
て
、（
仮
称
）綾
瀬
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
と
寺
尾

上
土
棚
線
の
北
伸
計
画
の
推
進
を

掲
げ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
将

来
を
見
据
え
、
綾
瀬
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
て
い
る
の
か
。
寺
尾
上

土
棚
線
の
北
伸
計
画
に
対
し
て

は
、
９
月
定
例
会
に
計
画
の
廃
止

を
求
め
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
の
一
月
か
ら
延

べ
６
回
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、

質
問
や
意
見
な
ど
厳
し
い
や
り
取

り
が
行
わ
れ
た
。
市
民
の
合
意
を

得
る
に
は
、
そ
う
し
た
意
見
や
課

題
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
市
で
は
、
市
民
合
意
を
得
る

た
め
の
方
策
と
今
後
の
進
め
方
を

　

二
見　

昇

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答　

市
で
は
、（
仮
称
）綾
瀬
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
伴

い
、
深
谷
落
合
地
区
と
吉
岡
西
部

地
区
に
工
業
系
の
新
市
街
地
整
備

を
行
い
、
企
業
誘
致
を
図
っ
て
い

く
。
こ
の
こ
と
で
、
市
民
の
雇
用

が
確
保
さ
れ
、
定
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
り
、
ま
ち
の
持
続
的
な
発

展
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
寺
尾

上
土
棚
線
も
本
市
の
骨
格
を
成
す

も
の
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
は

重
要
な
都
市
施
設
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
、
ま
ち
づ
く
り
検
討

会
を
開
催
し
、
地
域
の
意
見
な
ど

を
聞
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
と
道
路

計
画
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。
ま

た
、
地
域
へ
の
情
報
提
供
が
少
な

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
の
で
、
北

伸
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
り
、
情
報
提
供

を
行
い
、
不
安
軽
減
に
努
め
る
。

渡
部　

市
代

　

問　

本
市
は
、
今
年
一
月
一
日

に
平
和
市
長
会
議
へ
加
盟
し
た
。

平
成　

年
に
県
市
長
会
と
広
島
市

２１

長
よ
り
平
和
市
長
会
議
へ
の
加
盟

要
請
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
今
回

ど
の
よ
う
な
思
い
で
加
盟
し
た
の

か
。
今
後
、
次
世
代
に
戦
争
の
記

憶
を
つ
な
げ
る
平
和
教
育
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
が
主
催
す
る
平

和
展
と
学
校
と
が
緩
や
か
に
連
携

し
、
教
育
現
場
で
生
か
し
て
い
く

考
え
は
あ
る
か
。ま
た
、世
界
的
に

核
廃
絶
の
議
論
が
高
ま
る
中
、
昭

和　

年
に
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市

５９
宣
言
を
行
い
、
今
回
新
た
に
平
和

市
長
会
議
に
加
盟
し
た
自
治
体
と

し
て
、
児
童
・
生
徒
対
象
の
広
島

へ
の
平
和
派
遣
事
業
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣

言　

周
年
を
契
機
に
、
決
意
も
新

２５
た
に
平
和
市
長
会
議
に
加
盟
し

た
。
今
後
も
加
盟
都
市
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
平
和
事
業
を
展
開
し

た
い
。
７
月
に
平
和
展
を
開
催
し

た
際
、各
小
・
中
学
校
を
通
じ
て
児

童
・
生
徒
へ
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
。

来
場
者
の
う
ち
、
チ
ラ
シ
で
平
和

展
を
知
っ
た
方
が　

％
お
り
、
児

１６

童
・
生
徒
が
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
と
ら
え

て
い
る
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
を
被

爆
地
に
派
遣
し
、
戦
争
の
恐
ろ
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
平

和
社
会
を
築
く
た
め
に
有
効
な
方

法
で
あ
る
。
時
期
や
方
法
な
ど
課

題
も
多
い
が
、
関
係
機
関
と
の
調

整
を
図
り
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

（
ほ
か
に「
総
合
計
画
と
市
長
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

寺
尾
上
土
棚
線
の
北
伸
計

画
は
、
市
の
将
来
の
た
め
、
子
や

孫
の
世
代
が
よ
り
安
全
に
、
便
利

に
、快
適
に
、豊
か
に
過
ご
せ
る
生

活
環
境
の
整
備
と
し
て
早
急
に
完

成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業

と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
今
回
提

出
さ
れ
た
計
画
廃
止
を
求
め
る
陳

情
を
見
る
と
、
事
業
費
な
ど
基
本

的
な
事
項
に
対
す
る
認
識
の
違
い

　

笠
間
信
一
郎

が
あ
り
、
市
の
説
明
不
足
を
感
じ

て
い
る
。県
は
、寺
尾
上
土
棚
線
の

北
伸
事
業
を
事
業
化
検
討
個
所
と

位
置
づ
け
て
い
る
が
、
現
在
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

か
。ま
た
、寺
尾
以
北
に
位
置
す
る

近
隣
市
の
取
り
組
み
は
。
寺
尾
上

土
棚
線
の
整
備
事
業
で
、市
は
、当

初
の
計
画
決
定
か
ら
ど
の
よ
う
な

事
業
を
実
施
し
て
き
た
の
か
。

　

答　

現
在
県
は
、
行
政
間
の
広

域
調
整
に
参
加
し
、
地
域
の
議
論

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
は

本
市
の
発
展
に
必
要
な
事
業
か

将
来
の
た
め
に
寺
尾
上
土
棚
線

北
伸
事
業
の
早
期
完
成
を
望
む

工業活性化促進の

ために新たな制度

を導入する考えは

●
８
月

　

日　

福
岡
県
豊
前
市
議
会
議
員

１９

来
市
（
商
業
施
設
へ
の
市

有
地
の
貸
付
）

　

日　

議
会
全
員
協
議
会

２０
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２５●
９
月

１
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
初

日
）
・
議
会
全
員
協
議
会

２
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２
日
）

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

７
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

８
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１４
　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１６

３
日
）

　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１７

４
日
）・
議
会
運
営
委
員
会

　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
最

２４

終
日
）・
議
会
全
員
協
議
会 

・
議
会
報
編
集
委
員
会

●　

月
１０

７
日
〜
８
日　

総
務
教
育
常
任
委

員
会
行
政
視
察
（
栃
木
県

宇
都
宮
市
・
足
利
市
）

　

日
〜　

日　

市
民
福
祉
常
任
委

１３

１４員
会
行
政
視
察
（
大
阪
府

池
田
市
・
大
阪
市
）

　

日　

議
会
全
員
協
議
会

１９●　

月
１１

２
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

８
日
〜
９
日　

経
済
建
設
常
任
委

員
会
行
政
視
察
（
新
潟
県

柏
崎
市
・
上
越
市
）

　

日　

年
末
年
始
の
飛
行
停
止
に

１２

関
す
る
要
請
行
動
（
米
海

軍
厚
木
航
空
施
設
司
令
官

ほ
か
）

の
経
過
を
注
視
し
て
い
る
状
況

で
、
合
意
が
得
ら
れ
た
後
は
、
主

体
的
に
動
い
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。
近
隣
市
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
座
間
市
が
未
整
備
区
間

の
調
査
業
務
委
託
を
発
注
し
て
お

り
、
相
模
原
市
は
市
街
地
開
発
事

業
の
中
で
整
備
し
て
い
く
と
聞
い

て
い
る
。
寺
尾
上
土
棚
線
整
備
の

実
施
状
況
と
し
て
は
、
寺
尾
台
交

差
点
以
南
を
市
が
昭
和　

年
度
か

４７

ら
断
続
的
に
整
備
を
行
い
、
県
も

昭
和　

年
度
か
ら
整
備
を
始
め
、

６２

平
成　

年
３
月
に
開
通
し
た
。
一

２０

方
、
寺
尾
台
交
差
点
以
北
は
、
用

地
の
買
収
や
行
政
間
の
広
域
調
整

を
進
め
て
お
り
、
県
へ
の
要
望
も

継
続
的
に
行
っ
て
き
て
い
る
。


